






要約　昭和 58 年 11月より実施している東京都大田区の神経芽細胞腫マス・スクリーニン

グはその当初より HPLC 法を採用している。今回その費用効果を検討するにあたり昭和 62

年より平成 3 年の 5 年間を対象とした。この間に検査を受けたのは 25,825 人で、このう

ち 3人が精密検査の対象となり、中 2例が神経芽細胞腫と診断されて治療を受けた。この

様な状況で、検査の費用は 1例当り 1,934 円と算出され、また発見例の治療費は 1,162,755

円となった。したがって患者 1 例あたりの費用は 26,223,557 円と算出された。今後はマ

ス・スクリーニングによらない症例の治療費用を算出して費用効果、費用便益について検

討したい。


